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　日本銀行は、1月、4月、7月、10月のࡦҕһ会ɾ金融ܾࡦఆ会߹に͓いて、ઌ行͖の経済ɾ
Ձݟ通্͠ৼれɾԼৼれཁҼをৄ͠く͠ݕ、ͦのもとでの金融ࡦӡӦのํ͑ߟをཧ͠た「経済ɾ
Ձ情勢のల」（లレポート）をܾఆ͠、ެ ද͠ています。本ߘでは、�0�1年 7月のలレポート（ج
本తݟղは7月 1�日、എܠઆ໌をؚΉ全文は7月 1�日ެද）のポΠントをղઆ͠ます。
＊全文は日本銀行ホームページに掲載されています。https://www.boj.or.jp/mopo/oVtMooL/index.htm/
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経
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当
面
の
ܦ
ࡁ
׆
ಈ
の
水
準
は
、
対
面

型
α
ー
Ϗ
ス
෦

を
த
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に
、
新
型
コ
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ウ
イ
ル
ス
感
染
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拡
大
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ち
ょ
ㆎな

ど
に

い
感
染
症

の
影
響
が
ঃ
ʑ
に
和
Β
い
で
い
く
も
と

で
、
外
ध
の
増
加
や
緩
和
的
な
金
融
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ࡁ
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෮
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ࡁ
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༧
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消
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༧
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ࡁ
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れ
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。
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ઌ
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ࡁ
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༩
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͞
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͞
れ
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ෆ
֬
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ࡁ
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ৼ
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࣌
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࣭
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図表1　政策委員の経済・物価見通しとリスク評価

（注１）�＜＞内は政策委員見通しの中央値。
「大勢見通し」は、各政策委員が最
も蓋然性の高いと考える見通しの数
値について、最大値と最小値を１個
ずつ除いて、幅で示したものであり、
その幅は、予測誤差などを踏まえた
見通しの上限・下限を意味しない。

（注２）�今回の消費者物価の見通しは、現行
の2015年基準をベースにしている
が、本年８月に2020年基準への切
り替えが予定されている。その際に
は、前年比上昇率が下方改定される
可能性が高い。

和
」
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ネ
タ
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ー
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つ
い
て
は
、
消
費
者
物
価
指
数

（
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く
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食
品
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の
前
年
比
上
昇
率

の
実
績
値
が
安
定
的
に
二
％
を
超
え
る

ま
で
、
拡
大
方
針
を
継
続
す
る
。
引
き

続
き
、
①
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
資
金
繰
り

支
援
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
②
国
債
買
入

れ
や
ド
ル
オ
ペ
な
ど
に
よ
る
円
貨
お
よ

び
外
貨
の
上
限
を
設
け
な
い
潤
沢
な
供

給
、
③
そ
れ
ぞ
れ
約
一
二
兆
円
お
よ
び

約
一
八
〇
〇
億
円
の
年
間
増
加
ペ
ー
ス

の
上
限
の
も
と
で
の
Ｅ
Ｔ
Ｆ
お
よ
び
Ｊ

―

Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
の
買
入
れ
に
よ
り
、
企
業

等
の
資
金
繰
り
支
援
と
金
融
市
場
の
安

定
維
持
に
努
め
て
い
く
。

　

当
面
、
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
注
視
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
、

躊ち
ゅ
う
ち
ょ

躇
な
く
追
加
的
な
金
融
緩
和
措
置
を

講
じ
る
。
政
策
金
利
に
つ
い
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は
、
現

在
の
長
短
金
利
の
水
準
、
ま
た
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、
そ
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を
下
回
る
水
準
で
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す
る
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と
を
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定
し
て
い
る
。

（1）実質GDP

2016年度 ��2017　　 �2018　����2019　�� �2020　�����2021　��� �2022�������2023

（前年比、％）�（前年比、％）

（2）消費者物価指数（除く生鮮食品）
（前年比、％）�（前年比、％）

図表２　政策委員の大勢見通し （対前年度比、％）

実質GDP �消費者物価指数
�（除く生鮮食品）

2021 年度 ＋3.5�～�＋ 4.0
＜＋3.8＞

＋0.3�～�＋ 0.6�
＜＋0.6＞

� �4月時点の見通し ＋3.6�～�＋ 4.4
＜＋4.0＞

　0.0�～�＋ 0.2
＜＋0.1＞

2022 年度 ＋2.6�～�＋ 2.9
＜＋2.7＞

＋0.8�～�＋ 1.0
＜＋0.9＞

� �4月時点の見通し ＋2.1�～�＋ 2.5
＜＋2.4＞

＋0.5�～�＋ 0.9
＜＋0.8＞

2023 年度 ＋1.2�～�＋ 1.4
＜＋1.3＞

＋0.9�～�＋ 1.1
＜＋1.0＞

＋0.7�～�＋ 1.0
＜＋1.0＞

� �4月時点の見通し ＋1.2�～�＋ 1.5
�＜＋1.3＞
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（注１）実線は実績値、点線は政策委員見通しの中央値を示す。
（注２）�●、△、▼は、各政策委員が最も蓋然性が高いと考える見通しの数値を示すとともに、その形状で

各政策委員が考えるリスクバランスを示している。●は「リスクは概ね上下にバランスしている」、
△は「上振れリスクが大きい」、▼は「下振れリスクが大きい」と各政策委員が考えていることを示
している。
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日本銀行のレポートから
　「地域経済報告」（さくらレポート）は、日本銀行本支店等が、日頃、企業ヒアリング等
を通じて行っている各地域の経済金融情勢に関する調査の結果を、年４回（1月、4月、7月、
10 月）の支店長会議の機会毎に取りまとめたものです。
＊全文は日本銀行ホームページに掲載されています。https://www.boj.or.jp/research/brp/rer/index.htm/
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各
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要
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Ҭ
の
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ؾ
の
૯

ׅ

அ
を
Έ
る
と
、ủ
持

ͪ

し
の
ペ
ー
ス
が
ಷ

Խ
し
て
い
る
」
と
す
る


Ҭ
が
あ
る
な
ど
感
染

症
の
影
響
͔
Β
引
き
続

き
ݫ
し
い
ঢ়
ଶ
に
あ
る

が
、
ଟ
く
の

Ҭ
で
は

ủ
ج
ௐ
と
し
て
は
持
ͪ


し
て
い
る
」
ま
た
は

ủ
持
ͪ

し
つ
つ
あ
る
」

な
ど
と
し
て
い
る
。

（注）前回との比ֱの「　　」、「　　」は、前回அに比ֱしてؾܠの改ળ度߹いまたはѱԽ度߹いがมԽした
ことを示す（ྫえ、改ળ度߹いのڧまりまたはѱԽ度߹いのऑまりは、「　　」）。な͓、前回に比ֱしؾܠの改
ળ・ѱԽ度߹いがมԽしな͔ͬた߹は、「　　」となる。

�̡21�4月அ�r 前回との
比ֱ ʲ�21� 7月அ�ʳ

北海道
৽ܕίϩφΠϧスײછのӨ͔ڹ
ΒҾきଓきݫしい状ଶにあり、ԣ
いݍ内のಈきとなͬている

৽ܕίϩφΠϧスײછのӨ͔ڹ
ΒҾきଓきݫしい状ଶにあり、ԣ
いݍ内のಈきとなͬている

東　北

基ௐとしてはͪ࣋しているが、
もとはαーϏス消費を中৺に৽ܕί
ϩφΠϧスײછ֦࠶大のӨڹが
まͬているとΈΒれるڧ

αーϏス消費を中৺にҾきଓきݫし
い状ଶにあるが、基ௐとしてはͪ࣋
している

北　陸
しつつͪ࣋、しい状ଶにあるがݫ
ある

Ұ෦に下ԡしѹྗがଓいているが、
૯͡てΈるとͪ࣋している

関　東
甲信越

αーϏス消費を中৺にҾきଓきݫし
い状ଶにあるが、基ௐとしてはͪ࣋
している

αーϏス消費を中৺にҾきଓきݫし
い状ଶにあるが、基ௐとしてはͪ࣋
している

東　海
しͪ࣋、しい状ଶがଓく中でもݫ
ている

しͪ࣋、しい状ଶがଓく中でもݫ
ている

近　畿

৽ܕίϩφΠϧスײછのӨڹに
Αり、ґ然としてݫしい状ଶにある
が、શମとしてͪ࣋している。もͬ
とも、まΜԆࢭॏ点ાஔが実ࢪ
されるもとで、αーϏス消費への下
ԡしѹྗはڧい状ଶにある

৽ܕίϩφΠϧスײછのӨڹに
Αり、αーϏス消費などへの下ԡし
ѹྗはҰ෦るものの、શମとして
しているͪ࣋

中　国
৽ܕίϩφΠϧスײછのӨ͔ڹ
Β、ґ然としてݫしい状ଶにあるが、
しのಈきがଓいているͪ࣋

しのϖースがಷԽしているͪ࣋

四　国

৽ܕίϩφΠϧスײછのӨ͔ڹ
ΒҰ෦にऑいಈきもΈΒれるが、શ
ମとしてはͪ࣋しのಈきがଓいて
いる

৽ܕίϩφΠϧスײછのӨ͔ڹ
Β、ͪ࣋しのϖースがಷԽしてい
る

九州・
沖縄

しい状ଶにあるものの、༌ग़・生ݫ
しつつあるͪ࣋を中৺に࢈

しい状ଶにあるものの、༌ग़・生ݫ
しつつあるͪ࣋を中৺に࢈




